
この期間をどう過ごすか？！ 

 

 

 

 

 

～それぞれの進学、就職準備期間～ 

 
家庭学習期間 １/２６（金）～２/２８(水) 

 

 

 

 

共通テストが終わるとともに冬休みが明けました。 

あと何日間かの登校期間を経て、３年生は約１か月の家庭学習期間、そして卒業を迎えますね。個々にはいろ

いろあったでしょうが、何とかここまでたどり着いたことを喜ぶとともに、ここまで支えてくれた保護者や周囲の

人々への感謝の気持ちを忘れないでくださいね。 

家庭学習期間の持つ意味はそれぞれの進路によって違ってきますが、とにかく言えることは、次のステージの

準備のための期間であることです。お節介かもしれませんが、こんな気持ちで過ごしてほしいと思っています。 

 

①就職するみなさんへ 
 言うまでもなく、春から社会人となるわけで、今までのような周囲に支えられた生活から、私たちの生活を支

える側に回ります。この期間はアルバイトをしたり、自動車の運転免許を取りに行ったり、あるいは体力維持の

ためにトレーニングをしたり、ということになりましょうか。４月からの仕事や(人によっては)研修の「予習」がで

きればそれに越したことはありませんが、自分がこの後担う仕事が選んで良かったということになるよう、イメ

ージトレーニングに努めてください。その仕事を取り巻く現状や課題を、テレビや新聞、インターネットのニュー

スでチェックしておくのも良いかと思います。 

 

②推薦・総合型・AO入試等で進学が決まっているみなさんへ 
 まずは進学内定おめでとうございます。ただ、あちこちで言われていることかと思いますが、一足先に進学が

決まったみなさんの今の時期の過ごし方は難しいのです。一般入試組は現在も合格を目指してギリギリまで

努力を続けています。彼らはその流れで４月からスムーズにスタートを切れます。みなさんは先に進学が決まっ

た分、新生活スタートの準備時間が十分確保できる一方、学習へのモチベーションを保つことが困難です。共

通テストの受験を促していたのはそういう意味合いもあったのです。でも、ここからはもうこちらから勉強を促す

ことはほぼありません。このあと卒業後を含めて約２ヶ月間、何もしないでいると確実に出遅れることになりま

す。入学前の課題が課されているいないに関わらず、時間を見つけて必要と思われる勉強を続けてください。 

 

③一般入試に臨むみなさんへ 
 引き続き進路実現を目指して勉強を続けているみなさん、頭が下がります。 

これまでも幾度となく、壁にぶつかって諦めたくなることもあったでしょう。これからもその瞬間はやってくるかも

しれません。以前の通信でも述べましたが、最後まで諦めない人に運は味方してくれます。途中で絶対に投げ

出さないことです。もしかしたら、いや、間違いなく、ここが人生最大のガンバリ時です。気持ちが乗らないとき

は割り切って休み、気が済んだら再びギアを入れて、ギリギリまでやりきってください。 

 

一般受験に向けての細かいアドバイスはウラ面をご覧ください。 

                                 旭川永嶺高校 

                                                            進路指導部通信 

                                                            令和６年１月１９日 

                                                            ３年次版第９号 

                                                            （文責 宮前 貴英） 

 



一般受験に向けて  ＊この後のスケジュール(通信８号から引用) 

1/22(月)〜2/2（金）国公立大学出願受付 

2月上旬… 私立大 一般試験  ＊随時合格発表 

2/25(日)～ 国公立前期日程試験（3/6~10 合格発表） （3/15前期入学手続き〆切） 

3/08(金)～ 公立中期日程試験 （3/20~24 合格発表） （3/27中期入学手続き〆切） 

3/12(火)～ 国公立後期日程試験（3/20~23 合格発表） （3/27後期入学手続き〆切） 

3/28(木)     追加合格 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊家庭学習期間の学校での学習について 

 ・2次対策講座を受けるみなさんは、指導される各先生の指示を聞きながら、計画的に受験対策をしま

しょう。わからないことは放っておかずに積極的に教科の先生に質問してください。服装は制服または指

定ジャージです。 

 ・小論文や面接の指導を受ける方々も多いかと思います。都合のつく限り指導を受けましょう。 

 ・家庭学習期間中も自習室は今まで通り８：００～１７：００の間使用できるので、活用してください。 

  なお、くれぐれもマナーを守って使ってください。 

 ・入選(高校入試)等で学校に入れない日があります(その都度お知らせします)。また土日は寒いので

防寒対策を十分にしてきてください。悪天候や体調不良の場合は決して無理せずに。 

 

＊出願について 

◎もはや多くの学校がインターネット出願となりました（一部紙の願書の出願もあります）が、必要な書

類やデータ、その後の流れ等、まずは必ず募集要項で確認してください。従来の紙の願書での出願はも

ちろん郵送ですが、ネット出願の場合も出願登録の他に、調査書や共通テスト成績請求票(受験票の下

についているもの)等、一部郵送の必要なものがあります。 

◎紙・ネット出願のどちらにも関わらず、出願期間内に必着（その日までに大学に届かねばならない）

か、締切日の消印有効（その日までの郵便局の受付）か、確認をしておきましょう。書留や速達等の指示

も募集要項に従ってください（この場合ポスト投函では届きませんので必ず郵便局の窓口へ）。 

◎ネット出願の際には自分用の Emailアドレスが必要な場合がほとんどです。普段使っているアドレス

がある人はそれで十分ですが、家族と共用している人はこの機会に自分専用のアドレスを持つと良いで

す。Gmailでも iCloudでも構いません。 

 

＊受験本番について 

 ・ほとんどの場合、現地での受験ですから、前々日もしくは前日に到着するよう計画をたてましょう。前期

試験の前々日（２／２３）は祝日のため、飛行機・JR・宿泊は取りにくいことが予想されますので、早めに

手配をしましょう。現地での移動手段（電車・バス等）も綿密に調べておくと安心です。 

 ・共通テスト同様、体調第一で臨んでください。生活リズムを崩すことなく、栄養と睡眠をしっかりとって

全力を尽くしてください。 

 


